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入試結果速報

報！！！ 

 本校生は、希望進路実現のため、3 年間の高校生活や 6 年間の中高生活の中で勉強や部

活動、生徒会活動などに力を注いでいます。大学附属校のため、東洋大学へ進学する生徒

が多いですが、今回は国公立大学や難関私立大学の合格を勝ち取った生徒に、合格のため

に学校生活で頑張ったことやどんな勉強をしたか、自分の経験をもとに後輩たちへ伝えた

いこと、進学先でどんなことを頑張りたいかについてインタビューしましたので、ご紹介

します。 

 

写
真 

                ❶  3 年 K 組（グローバルコース・文系）鈴木俊太郎（すずき しゅんたろう） 

                ❷  学習院大学 国際社会科学部 国際社会科学学科 

                ❸  学校推薦型選抜 

                ❹  学習院大学は歴史と伝統があるので憧れていた学校でした。私は経営学を 

英語で学びたいと思っていたので、学習院大学の国際社会科学部の学習の 

カリキュラムや雰囲気が私にとても合っていると感じ、志望しました。東

洋大牛久高校では、グローバルクラスに所属し、英語を効果的に学ぶこ                                            

とができました。そのおかげで英語の能力がとても上がりました。 

❺                                      ❺ 自分が苦手な学習分野のプリントやワークを先生にいただいて、問題に取り

組みました。また、分からないところは先生や友達に積極的に質問をして自分の力で課題を克服できるよう

にしました。本番の入試では、書類選考のほかに口頭試問があったので、そのときにしっかりと自分の意見

や考えを面接官の方に自信を持って論理的に伝えられるように、担任の先生をはじめ、学年の先生方にご指

導いただいて、練習を重ねました。 

❻ 学校の勉強や自分の進路の勉強、その他の活動に「能動的に」「意欲的に」取り組みましょう。 

  授業に集中して、先生の説明や友達の発表をしっかりと聞いたり、ノートをとったりすることも大切です 

が、それだけではなく、積極的な発言や発表もとても大切です。また、授業の内容で分からないところや苦 

手なところは、自分から先生や友達に質問をしたり、スタディサプリや YouTube などの動画のサイトを使っ

たりして、自発的に理解しようとすることが大切です。待っているだけでは、誰も助けてくれません。 

自分から行動を起こせる人が、勉強でも進路のことでも成功できると思います。 

頑張ってください！ 

 

  

 

 

 

 

❶学年・クラス・名前 ❷合格した大学・学部・学科（コース） ❸入試のタイプ 

❹志望動機・高校生活で頑張ったこと ❺合格のためにどんな勉強を頑張ったか  

❻後輩たちに伝えたいこと・進学先で頑張りたいこと 



 

                   ❶ 3 年 M 組（特別進学コース・理系） 島田 心愛（しまだ ここあ）                             

               ❷ 九州大学 共創学部 

                ❸ 学校推薦型選抜 

                ❹ 自分の将来の可能性を広げるために、「文理関係なく様々な分野を学べる

こと」「語学力を鍛えられること」の 2 つを同時に叶えられる大学・学部

に進学したいと考え、九州大学共創学部を受験することに決めました。 

                 ❺ 本番の入試では、教授の前でプレゼンテーションを行いました。プレゼン

テーションでは、たくさんの先生に協力していただきながら、「共創学部

でなければならない理由（どうしてその学部に入りたいのか）」や「私が

共創学部の求める人物像にあっている人物であること」を論理的に、分 

かりやすく伝えられるように何度も練習を重ねました。 

❻  受験のチャンスを 1 回でも増やすことができるように、少しでも早い時期から検定や課外活動に積極的に 

挑戦することが大事だと思います。受験の出願資格では「英検を○級以上取得している」「留学や海外研修の 

経験がある」などの条件が設けられている場合があります。いざ受験のときになって、「もしあのとき、これ 

をやっていたら受験できたのに・・・」というような後悔はしてほしくないし、達成できたかもしれない目 

標や夢をそのような形であきらめるのは、とてももったいないです。また、「受験できない」ということは、 

「合格できたかもしれないのに、それに向かって勉強や準備を頑張ることができたかもしれないのに、その 

努力すらできない・挑戦すらもさせてもらえない」ということです。これは、「受験勉強を頑張ったけれど、 

残念ながら合格できなかった」ということよりも、悔しいのではないかと思います。 

 何か物事に挑戦すると、経験も増えるし、学べることが増えます。それはたとえ失敗してしまったとして 

も、自分の大切な財産になります。頑張ってください！ 

 

 

入試結果速報は、本校 HP、X（旧 Twitter）でも公開中！ 

そちらもぜひチェックしてみてください！ 

 

 

                           ▲本校 HP      ▲ X (旧 Twitter) 
  

 
発行：東洋大学附属牛久中学校・高等学校 編集室 

コツコツが勝つコツ！！！ 

～編集後記～ 

3年生は、あと 1週間ほどで高校卒業を迎えます。 

   学習や部活動、行事、友人関係などで、高校生活の思い出を作りながら、自分の将来のことを真剣に考えて、

自分自身や保護者の方、担任をはじめとする本校の教員、友人などと、多くのことを悩み、葛藤し、苦しみなが

ら進路決定に向かって、努力を重ねてきました。 

 中には、勉強や準備の大変さや苦しさ、成績の伸び悩みから「受験を辞めたい」「もうこれでいいかな」とあ 

きらめたくなった瞬間や逃げたくなった瞬間、楽な道への誘惑に負けそうになった瞬間もあったかもしれませ

ん。また、クラスメイトや仲の良い友人が続々と進路を決定していく中で、焦りや不安な気持ち、原因が分から

ないいら立ちもあったと思います。 

   しかし、そんな中でもさまざまな誘惑や感情を抑えてコントロールしながら、自分の進路に向けて黙々と努力 

し、素晴らしい合格実績を勝ち取った生徒たちやその喜びの声、表情を見聞きすると、生徒たちの成長を感 

じ、大変喜ばしい気持ちになります。素晴らしい合格実績を勝ち取った君たち、おめでとう！ 

 Philosopher入試速報号の発行に、お付き合いいただき、ありがとうございました。 


